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中国技術事務所の紹介



国土交通省技術基本計画

Ｒ３年度中に作成予定

等



新たな国土交通省技術基本計画骨子（案）



新たな国土交通省技術基本計画骨子（案） 抜粋

ＤＸ等先端技術を活用した新たな価値の創出

①社会や現場のニーズの把握と提供、実用性を考慮した要求水準の設定

②オープンデータ化の推進

③オープンイノベーション・分野間・産学官の連携

④総合知の活用

⑤技術基準の策定

⑥助成制度、税制等の活用

⑦技術開発から社会実装・普及に至る一連の施策の推進

注：一部わかりやすいように言い方を加工しています。

その他のキーワード

●社会実装までの迅速な対応 ●パラダイムシフト



技術開発の４つのステージ

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

標準化
一般化
義務化

研究 開発 事業化 産業化

魔の川 死の谷 ダーウィンの海



新技術の開発・活用ステージに応じた施策の分類

魔の川 死の谷 ダーウィンの海
（市場での競争）

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

河川

道路

自治体向け

共通的項目

情報提供・環境整備
・インセンティブ付与

現場の提供・評価助成・委託研究



新技術の開発・活用ステージに応じた施策の分類

魔の川 死の谷 ダーウィンの海
（市場での競争）

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

革新的河川技術プロジェクト
河川砂防技術研究開発（革新的河川技術部門）

【基準類の改定、社会実装】河川砂防技術研究開発

建設技術研究開発助成制度

大学等への委託研究

【基準類の改定、社会実装】道路政策の質の向上に資する
技術研究開発

情報提供・環境整備
・インセンティブ付与

現場の提供・評価助成・委託研究



研究開発助成・公募制度



研究開発助成・公募制度

分野 共通 河川 道路

制度 建設技術研究開発助成
制度

河川砂防技術研究開発 道路政策の質の向上に
資する技術研究開発

公募
期間

４月頃
（今年度募集終了）

１０月頃
R3.10.1～11.12

１２月頃
（以下は前年度の内容）

限度額 一般タイプ
2,000万円（総額）
年度上限額1,000万円
中小企業タイプ
500万円（1年目FS）
2,000万円（2～3年目の
総額）

部門・分野毎に異なる
指定課題
合計2,000万円
各年度1,000万円
FSは300～500万円
提案課題
合計400～600万円

タイプⅠ～Ⅲ
100万円程度から最大
5,000万円まで
FSは単年度で100～
1,000万円程度

タイプⅣ（特定課題対応
型）
最大5,000万円程度

期間 一般タイプ 1～2年間
中小企業タイプ

FS 1年間
R&D 1～2年間

部門・分野毎に異なる
2～3年間
FSは1年間

タイプⅠ～Ⅲ
1～3年間
FSは1年間
タイプⅣ
上限3年間(S),2年間(H)

※詳細は各募集要領等を確認して下さい。



研究開発助成・公募制度

分野 共通 河川 道路

制度 建設技術研究開発助成
制度

河川砂防技術研究開発 道路政策の質の向上に
資する技術研究開発

申請者
資格

大学等
財団法人、社団法人
民間企業等

中小企業タイプは中小企
業に限る

大学等
財団法人、社団法人
民間企業等

大学等
国・地公体の研究機関
財団法人・社団法人
民間研究機関
学会・協会

採択予
定数及
び実績

今回実績
一般タイプ 3件（大学2,
民間1）（応募15件）
中小企業タイプ 4件（民
間3）（応募9件）

今回予定
部門・分野毎に異なる
指定課題1～2
提案課題2～5

前年度実績
各分野1～3
全体で13（大12,民間1）

前年度実績
タイプⅠ～Ⅲ 1（大学1）
（応募15）
FS 2（大学2）（応募5）
タイプⅣ 4（大学4）（応募
11）

その他 ・研究代表者は50歳未満

・地方整備局との共同研
究
・革新的河川技術部門



革新的河川技術プロジェクト（第1弾～第3弾）



革新的河川技術プロジェクト（第4弾～第5弾）



革新的河川技術プロジェクト（第6弾）



革新的河川技術プロジェクト（第6弾）

技術開発にあたっては、オープンイノ
ベーション方式を採用するため、関連
する要素技術を有する参加企業等を
募集。

●レーダ探査等非破壊点検技術保有
企業

●災害時救助・調査ロボット等開発企
業
●ドローン・運行管理等企業

●河川管理調査・点検に関する技術を
有する企業

参加企業による要素技術のショートプ
レゼンテーションを含むピッチイベント
を実施し、企業等のマッチングを促進。

〇開発期間及び費用
開発期間：令和4年4月～令和6年3月
費用：令和4年度は1,000万円まで

令和5年度は1,000万円まで



革新的河川技術プロジェクト（第6弾）

【第５弾】 での応募者
河川巡視の高度化技術の開発

ドローンによる河川情報の取得、異常箇所自動抽出技術の開発

共同企業体②
■八千代エンジニヤリング
■テラドローン
■KDDI
■ゼンリン

共同企業体①
■国際航業株式会社
■岡山大学
■日本工営株式会社
■iｼｽﾃﾑﾘｻｰﾁ株式会社
■株式会社ふるさと創生研究開
発機構



新技術の開発・活用ステージに応じた施策の分類

魔の川 死の谷 ダーウィンの海
（市場での競争）

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

建設現場の生産性を飛躍的に向上
するための革新的技術の導入・活

用に関するプロジェクト

新技術導入促進Ⅱ型

ニーズ・シーズのマッチング
（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）

ニーズ・シーズマッチング
（インフラメンテナンス国民会議）

情報提供・環境整備
・インセンティブ付与

現場の提供・評価助成・委託研究



新技術の開発・活用ステージに応じた施策の分類

魔の川 死の谷 ダーウィンの海
（市場での競争）

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

河川：テーマ設定型技術公募
（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）

【基準類の改定】 【比較表の公表】

道路：テーマ設定型技術公募
（道路分野における新技術導入促進方針／令和2年度新技術導入促進計画）

【基準類の改定】 【比較表の公表】

NETISテーマ設定型技術
公募【比較表の公表】

情報提供・環境整備
・インセンティブ付与

現場の提供・評価助成・委託研究



新技術導入促進２型（工事契約方式）

原則として技術提案評価型S型を適用する工事において、発注者が
指定するテーマについて、実用段階に達していない技術又は研究開
発段階にある技術の検証に関する提案を求め、総合評価において提
案技術の有効性、具体性等について評価するもの。

○令和２年度のテーマ

・トンネル工事 ：ICT 等を活用したトンネル(NATM)の出来形計測の効率化手法
・鋼橋上部工事 ：鋼橋付属物の製作・設置時における、ICT等を活用した省人化・省力化手法

・PC 工事 ：webカメラや自動計測技術等を活用した立会検査の効率化手法
・一般土木工事 ：地盤改良工法（高圧噴射撹拌工法）の効率的な出来形確認手法

○令和３年度のテーマ

・トンネル工事 ：DX技術等を活用したトンネル（NATM）の計測管理の効率化手法
・鋼橋上部工事 ：ICT等を活用した現場罫書きの省人化・省力化手法
・PC 工事 ：ICT等を活用した配筋作業や検査の効率化手法
・一般土木工事 ：ICT等を活用した法面保護工の省力化手法



建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術
の導入・活用に関するプロジェクト （官民研究開発投資拡大プログラム：PRISM）



建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術
の導入・活用に関するプロジェクト
○令和３年度の公募対象技術

対象技術Ⅰ：AI、IoTを始めとした新技術等を活用して土木又は建築工事における施工の労
働生産性の向上を図る技術

①非接触下における施工管理の効率化技術
②施工管理の安全性向上に資する技術
③交通状況を的確に認知した交通誘導技術
④トンネル掘削の作業進捗を自動的に把握する技術

対象技術Ⅱ：データを活用して土木工事における品質管理の高度化等を図る技術

現行の品質管理手法を代替することができると見込まれる技術（現行基準における試験方
法や数値等の代替手法、監督・検査・確認の代替手法、書類の削減・簡素化及びこれらを通じ
て品質自体の信頼性を高める手法等を含む。）の提案を求める。

ただし、当該手法を現場実装する際に、国土交通省が規定する各種基準が隘路になってい
るものに限る。

NETISへ登録

基準等を改訂

（官民研究開発投資拡大プログラム：PRISM）

上限 6,500万円
18件選定（応募30件）

上限 3,000万円
11件選定（応募22件）



建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術
の導入・活用に関するプロジェクト

○応募要件
建設業者のほかに以下のいずれかを含むコンソーシアム

→測量・調査・設計業務を行う企業
計測機器メーカー
IoT・AI・ロボット等の技術開発・情報システム設計・運営等を行う企業
大学・研究機関等

（官民研究開発投資拡大プログラム：PRISM）

２者の例

◎小柳建設株式会社
株式会社ランドログ

◎株式会社大林組
東京大学

R3年度
２者～９者（平均約４者） コンソーシアム代表者含む

９者の例

◎大成建設株式会社
成和コンサルタント株式会社
横浜国立大学
一般社団法人日本建設業連合会
パナソニックアドバンストテクノロジー株式会社
ソイルアンドロックエンジニアリング株式会社
ＫＹＢ株式会社
極東開発工業株式会社
エム・エス・ティー株式会社



民間技術の迅速な社会実装（PRISM）



民間技術の迅速な社会実装（ICT施工）



民間技術の迅速な社会実装（ICT施工）



民間技術の迅速な社会実装（ICT施工）



民間技術の迅速な社会実装（ICT施工）



民間技術の迅速な社会実装（ICT施工）



現場ニーズ・技術シーズのマッチング（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）



○応募技術の条件
・開発段階で、実用化されていない技術
・NETISに登録されていない技術

○費用は応募者負担

現場ニーズ・技術シーズのマッチング（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）



現場ニーズ・技術シーズのマッチング（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）

テーマ 事務所

カメムシの繁殖又は生息抑制技術 山口河川国道事務所

外来魚の繁殖抑制技術 八田原ダム

河川構造物からの樹木育成抑制技術 中国技術事務所

CCTVを利用した道路の異常検知技術 三次河川国道事務所

ハイピア橋梁における橋脚の点検技術 松江国道事務所

UAV測量の精度確保技術 山口河川国道事務所

除草時の飛石防止技術 山口河川国道事務所

地下埋設物の可視化技術 福山河川国道事務所

築堤土の効率的な粒度管理技術 高梁川・小田川緊急治水対策河
川事務所



現場ニーズ・技術シーズのマッチング（i-Construction推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ）



現場ニーズ・技術シーズのマッチング（インフラメンテナンス国民会議）



現場ニーズ・技術シーズのマッチング（インフラメンテナンス国民会議）

ワークショップ
（施設管理者と企業

の意見交換界）



地方自治体支援（インフラメンテナンス国民会議）



テーマ設定型（技術公募）



ＮＥＴＩＳテーマ設定型（技術公募）

テーマ
設定

リクワイヤメン
ト・評価方法

の設定
公募

現場
検証

技術比較表
作成・公表

意
見
募
集 費用は応募者負担

同様な技術を横並びで比較したい！後発技術の開発促進！



ＮＥＴＩＳテーマ設定型（技術公募）



ＮＥＴＩＳテーマ設定型（技術公募）



道路分野における新技術導入促進方針（令和2年4月）

新技術導入
促進計画

現場ニーズ・リクワイ
ヤメントの見える化



令和３年度 新技術導入促進計画



新技術の開発・活用ステージに応じた施策の分類

魔の川 死の谷

商品化
NETIS登録
基準に反映

試作品
現場試行
異分野技術

アイデア
基礎技術
要素技術

公共工事における新技術
活用システム（NETIS）

点検支援技術性能カタログ

ダーウィンの海
（市場での競争）

情報提供・環境整備
・インセンティブ付与

現場の提供・評価助成・委託研究

使用原則化
総合評価・評定点の加点

基準類の策定
性能規定化

研修（ICT施工、BIM/CIM）
i-Con表彰制度

建設技術フォーラム
建設技術開発交流会



公共工事等における新技術活用システム



公共工事等における新技術活用システム

ＮＥＴＩＳ（NEW TECHNOLOGY INFORMATION SYSTEM）

有用な新技術 説明 登録件数

（2021.10.6現在）総登録数 ２,９９１件

推奨技術 公共工事等に関する技術の水準を一層高めるた
めに選定された画期的な新技術（国土交通省）

２件

準推奨技術 公共工事等に関する技術の水準を一層高めるた
めに選定された、画期的だが、更なる発展を期
待する部分がある新技術（国土交通省）

１４件

評価促進技術 他機関等の実績に基づき、公共工事等に関する
技術水準等を高めることが見込まれる技術（国
土交通省）

３件

活用促進技術 ・総合的に活用の効果が優れている技術
・特定の性能又は機能が特に優れている技術
・特定の地域のみで普及しており、全国に普及す
ることが有益と判断される技術等
（各地方整備局）

２１０件



公共工事等における新技術活用システム

ここをクリック



点検支援技術性能カタログ（案）



●掲載情報（80件）
画像計測技術 （橋梁24件、トンネル8件）

非破壊検査技術 （橋梁11件、トンネル8件）

計測・モニタリング技術 （橋梁25件、トンネル3件）

データ収集・通信技術 （共通3件）

●定期点検を行う際に点検支援技術の利用を検討するにあたって、機
器等の特性を比較整理するにあたって参考とすることができる。

●機器等の原理や適用条件、誤差特性等の表示がある程度共通され
ることで、その選定や選択が円滑に行われることが期待される。

●現在のところ、点検支援技術については、それぞれの供給者がそれ
ぞれで機器等としての仕様・能力の表示を行っているが、これを共通
化し、市場を整備することが性能カタログの役割である。

点検支援技術性能カタログ（案）



点検支援技術性能カタログ（案）

点検対
象構造
物

点検支援技術
の分類

技術番号 技術名 技術概要 対象部位 変状の種類 検出項目 性能カタログ
技術の性
能確認
シート

橋梁 画像計測技術 BR010001－V0020 コロコロチェッカー

コロコロチェッカーは、斜張橋の斜材保護管表面全周をカメラで撮影するワイヤレスの自走式ロボットである。
撮影画像を用いて斜材表面の全周の損傷等の形状・寸法・位置を、近接目視と同様に確認し、記録を保存す
る。
損傷検出ソフトによる画像解析によって変状を自動で抽出し、損傷の位置・形状等を展開図などの帳票として
出力保存でき、損傷は原画像を拡大することによって詳細を確認することができる。
搬入・設置スペースを確保できれば、通常は交通規制を必要としない。また、人による作業は橋面上だけであ
り、高所作業を必要としない。

上部工（斜材）　斜張橋斜材
（φ90～200㎜、角度65°以
内）

斜材表面の亀裂、変形・
欠損

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010002－V0020
超望遠レンズによる高層構
造物の外観検査技術

1、特長
・足場不要で外観検査ができる技術。
・撮影した画像をPCのモニターで拡大表示し、細部を詳細に見ることで,塗装の剥離、腐食、欠損等を画像確認
できる。
2、機器構成
・１眼レフカメラ１台、三脚、望遠レンズ、レリーズ（リモートコントロールシャッター）、簡易測量機能付レーザー距
離計、レーザー墨出器。
・夜間は照明使用。箱桁内部では充電式特殊ストロボ使用。

上部構造（床版下面、塔
柱）、下部構造

腐食、防食機能の劣化、
変形・ 欠損

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010003－V0020
構造物点検調査ヘリシステ
ム（SCIMUS：スキームス）

　構造物点検調査ヘリシステムとは、無人航空機（以下「ドローン」という）に搭載したデジタル一眼レフカメラ（以
下「カメラ」という）を用いて橋梁を撮影し、変状を把握する技術である。撮影は、FPVモニタ（機体に取り付けたカ
メラからの映像を無線で伝送してディスプレイで確認するシステム）で確認しながら行う。
　【飛行及び撮影方法】
●上部構造　（床版）・・・カメラを垂直方向に設置し、ドローンは床版下面を定速で飛行させ、連続撮影しながら
床版面を撮影する。
●上部構造　（主桁、横桁等）・・・カメラを回転台に乗せ、ドローンを桁間に侵入させて地上からFPVモニタにより
撮影アングルを制御し各部位の撮影を行う。
●下部構造（橋脚、橋台等）・・・カメラを水平方向に設置し、ドローンは橋脚側面を定速で飛行させ、連続自動
撮影しながら橋脚面を撮影する。
●橋梁付属物(支承、排水装置等)・・・カメラを回転台に乗せ、ドローンをホバリングさせて地上からFPVモニタに
より撮影アングルを制御し撮影を行う。
　【変状の抽出】
●ひびわれ・・・連続撮影した画像をソフトウェアでオルソ補正、結合した後、技術者が目視にて幅、長さについ
て抽出し展開図への記入及び表に取りまとめる。
●その他の変状・・・撮影した画像を技術者が拡大するなどを行い、展開図への記入及び表にとりまとめる。

上部構造（主桁、横桁、床版
等）／下部構造（橋脚、橋台
等）／橋梁付属物(支承、排
水装置等)

コンクリート ：　ひびわれ
／剥離
鋼部材 ：　腐食／防食機
能の劣化／ボルトナット
のゆるみ（合いマークの
確認）・脱落
その他 ：　付属物の損傷
／漏水・滞水等

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010004－V0020
主桁フランジ把持式点検装
置(Turrets タレット)

本技術は、橋梁各部の点検時に自走式ユニット機能を有するロボットにてカメラ撮影を行い取得した画像データ
を用いて専用アプリケーションで床版のひびわれの自動検出と主桁鋼材の腐食状態測定を行う技術である。

上部構造（床版）、　上部構
造（主桁）（下フランジ下面及
び外桁外面を除く）

床版ひびわれ/腐食 - 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010005－V0020
可視画像を用いたAIによる
ひび割れ自動検出技術

この技術は点検箇所を撮影した画像を入力として、コンクリート構造物の代表的な損傷であるひびわれを人工
知能（AI）により自動で検出し、ひびわれ幅の長さ、幅を自動で計算する。当該技術で出力される結果は、ひび
われ領域をピクセル単位で検出し、ひびわれ幅の情報でひびわれ領域を色付けした画像ファイルである。

上部構造（床版）／下部構造
（橋脚、橋台）

ひびわれ／床版ひびわ
れ

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010006－V0020

光波測量機「KUMONOS」
及び高解像度カメラを組み
合わせた高精度点検シス
テム「シン・クモノス」

・当該技術は、遠方より損傷の形状や幅を計測できる光波測量機「KUMONOS」（※１）と高解像度カメラ（※２）
の撮影・補正を組み合わせることで、構造物表面の変状確認が可能な技術である。

・「KUMONOS」で計測した形状や幅をもとに写真を補正することができるとともに、現地の情報をデジタルデータ
として保存できる。

・KUMONOS単体でも確認は可能（※３）だが、高解像度カメラ画像を組み合わせた作業でも、損傷の量に関係
なく、一定の時間で現場作業を進めることができる。

※１．光波測量機にクラックスケールを内蔵し、対象物及び損傷の形状や幅を遠方より正確に計測・自動図化
できるシステム。
※２．フルサイズセンサーのデジタル1眼レフカメラ
※３．損傷量が少ない場合、KUMONOS単体による調査が可能。カメラでの撮影を行わないため、画像は出力さ
れない。CADデータのみの出力となる。

上部構造（主桁、横桁、床
版、塔柱）／下部構造（橋
脚、橋台）/路上（高欄）

ひびわれ／床版ひびわ
れ／変形・欠損／漏水・
滞水／遊離石灰／鉄筋
露出／変色

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010007－V0020
画像解析を用いたコンク
リート構造物のひび割れ定
量評価技術

　本技術は、コンクリートのひびわれをデジタル画像から画像解析により抽出し、幅や長さなどを定量的に評価
する技術であり、ここにウェーブレット変換を用いていることを特徴とする。また、ひびわれを抽出して、定量的に
評価するためには、いくつかの処理プロセスを経る必要があるが、本技術ではこれらを手順通りに実施できるよ
うにひとつのプログラムソフトに集約してシステム化している。
　本技術の主な処理プロセスは、以下①～④のとおりである。①コンクリートのひびわれの写ったデジタル画像
を入力画像として、ひびわれ近傍を太線でトレースしてひびわれ候補領域を指定する。②この範囲の全ての画
素に対してウェーブレット変換を行い、一つひとつの画素ごとに得られるウェーブレット係数に基づいてひびわれ
を判別する。③ひびわれと判別された画素を抽出して、ひびわれ図をCAD形式ファイルに出力する。④ウェーブ
レット係数から画素ごとにひびわれ幅を算定し、ひびわれ幅ごとのひびわれ長さのヒストグラムを描画する。ま
た、ひびわれ総延長、平均ひびわれ幅、およびひびわれ密度（単位面積あたりのひびわれ長さ）を算出する。
　ウェーブレット変換を用いたひびわれ画像解析は、注目しているひとつの画素とその周囲の画素の輝度値を
用いた解析処理手法であり、これによって得られるウェーブレット係数と予め設定されているその閾値に基づい
て、ひびわれを判別している。また、ウェーブレット係数とひびわれ幅の相関が高いことから、画素ごとにひびわ
れ幅を定量的に評価することができる。このようなことから、カメラの種類や撮影方法によらず、検出したいひび
われの最小幅に対応した画質の画像を撮影できれば、目視が困難な箇所でも画像からひびわれの位置を特定
し、幅や長さなどを算定することができる。

コンクリート部材　上部工（主
桁、橋桁、床版）、下部工（橋
脚、橋台）

ひびわれ／床版ひびわ
れ

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010008－V0020
ワイヤ吊下式目視点検ロ
ボット

本技術は、構造物の高所の目視点検をワイヤ架設式の移動式ロボットにてカメラ撮影を取入れて行う技術で、
取得した画像データを用いて専用アプリケーションで床版のひびわれの自動検出を行う技術である。

上部構造（床版） 床版ひびわれ - 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010009－V0020
全方向衝突回避センサー
を有する小型ドローン技術

　本技術は狭小部に進入可能なインフラ点検用ドローンに関するものである。本計測機器は飛行中、画像処理
によって構造物をリアルタイムで3次元空間として把握し、画像処理の機能によって一定の離隔を確保しながら
障害物との衝突を自動的に回避するドローンである。これらの機能は非GPS環境下に於いても動作する。前面
部には写真データを取得するためのデジタルカメラを具備し、点検用途で利用するための角度変更が可能なチ
ルト、およびブレ防止のジンバルによって動作を制御する。
　本技術を利用した場合、ドローンによる橋梁の狭小部（部材間）をタブレット端末またはプロポ（送信機）を用い
て撮影することができる。狭小部への進入に際して障害物を自動的に回避する機能を有することから、桁間、ト
ラス部材間、フランジ上面、支承付近など、塗装剥がれやひびわれ、腐食具合などを撮影することができる。

上部構造（主桁、横桁、床
版）／下部構造（橋脚、橋台）
／支承部／路上／その他

腐食／ゆるみ・脱落／破
断／ひびわれ／床版ひ
びわれ／変形・欠損／漏
水・滞水／支承部の機能
障害／その他

- 性能カタログ
技術の性能

確認シート

橋梁 画像計測技術 BR010010－V0020
デジタルカメラを用いた画
像計測ソリューション

【概要】
・デジタルカメラとタブレットPC（Windows10）を接続して使用する。
・現場に合わせて、一脚や台車付き三脚と組み合わせて、人力により撮影を行う。（図2参照）
・望遠レンズを使用することで、10m遠の0.2mm幅のひびわれを計測できる。
【ソフトウェアによる撮影・画像合成】
・カメラからタブレットPCに画像を取り込むことで、リアルタイムに確認用合成画像を生成し、取り漏れがないこと
を確認しながら撮影ができる。（図3参照）
・撮影後に、高解像度合成画像を生成する。
【自動ひびわれ検出・幅計測】
・高解像度合成画像から、自動でひびわれを検出・幅計測ができる。
・計測したひびわれは、画像と合わせてDWG/DXFとして出力できる。
【ソフトウェア構成】
・高解像度合成画像の生成、自動ひびわれ検出・幅計測は、クラウド/オフィスPCのどちらでもできる。

溝橋（ボックスカルバート）、
上部構造（床版）、下部構造
（橋脚、橋台）

ひびわれ、床版ひびわれ - 性能カタログ
技術の性能

確認シート



新技術活用の原則義務化



新技術活用の原則義務化



人材育成



人材育成



中国地方建設技術開発交流会（2021年はオンライン開催）



その他の施策

●パラダイムシフト型技術開発（マスプロダクツ型排水ポンプの開発）

●海外進出支援

●月面等での建設活動に資する無人建設革新技術開発促進プロジェクト



河川機械設備のあり方について（中間とりまとめ） 令和３年７月３０日

パラダイムシフト型技術開発（仮称）

ニーズを熟知する官側がシステムインテグレーション、ＰｏＣ（技術検
証：Ｐｒｏｏｆ ｏｆ ｃｏｎｃｅｐｔ）を主導的に担う手法は、従来とは異なる技術
開発手法であり、社会実装を前提とした効率的・効果的な技術開発手
法である。

社会資本整備審議会河川分科会 河川機械設備小委員会

パラダイムシフト型技術開発（マスプロダクツ型排水ポンプの開発）



パラダイムシフト型技術開発（マスプロダクツ型排水ポンプの開発）



パラダイムシフト型技術開発（マスプロダクツ型排水ポンプの開発）



パラダイムシフト型技術開発（マスプロダクツ型排水ポンプの開発）



海外進出支援



海外進出支援



海外進出支援



月面等での建設活動に資する無人建設革新技術開発促進プロジェクト



月面等での建設活動に資する無人建設革新技術開発促進プロジェクト



中国技術事務所 情報発信に Twitter はじめました

よろしければフォローをお願いします



ご静聴ありがとうございました。


